
金
滞
古
蹟
志
巻
一

と
定
め
、
城
下
を
ぽ
惣
鋭
尾
山
町
と
稽
し
、
文
勝
以
後
金
海
町
と
呼

ぴ
、
加
賀
・
能
登
・
越
中
三
園
の
府
披
と
た
し
、
藩
政
の
府
腐
と
す
る

事
凡
そ
三
官
許
年
た
り
。
か
く
て
明
治
陵
藩
置
感
の
際
、
一
時
寂
審

た
り
し
が
.
明
治
六
年
服
腐
を
金
揮
に
定
め
ら
れ
し
よ
り
‘
石
川
臓

の
廊
下
と
成
り
、
爾
来
逐
日
繁
昌
す
と
い
へ
ど
も
、
未
だ
奮
藩
中
の

戸
敢
に
復
ぜ
す
と
い
へ
り
。
倫
共
の

E
細
は
左
の
如
し
。

。
加
賀
古
国
府

往
古
諸
国
に
園
司
を
置
き
‘
諸
郡
に
郡
司
を
置
か
れ
し
頃
は
、
園
腐

の
在
所
を
園
府
と
稽
し
、
郡
鹿
の
在
所
を
ぽ
小
府
と
呼
ぺ
り
。
園
隠

は
園
司
の
官
舎
に
て
、
印
ち
今
の
鯨
隠
と
ひ
と
し
く
、
郡
鹿
は
郡
司

の
官
舎
に

τ‘
今
云
ふ
郡
役
所
に
ひ
と
し
。
故
に
古
へ
は
‘
国
鹿
の

諸
官
員
を
ぽ
在
鹿
官
人
或
は
在
鹿
人
と
呼
ぺ
り
。
朝
野
群
載
に
‘
初

任
園
司
廊
宜
。
新
司
宜
=
加
賀
圏
在
臆
官
人
雑
任
等
-
一
宮
品
川
。
と
あ
り
。

此
は
延
喜
十
年
の
文
集
た
り
。
源
平
盛
表
記
・
卒
家
物
語
た
ど
に
も
、

加
賀
圏
在
廊
人
と
い
ふ
事
見
え
た
り
。
園
廊
は
、
延
菩
式
に
、
凡
諸

国
。
起
=
正
月
八
日
-
迄
a
十
四
日
吋
一
諦
-
-
都
内
務
寺
借
於
園
醸
吋
一
修
込
回
鮮

悔
温
法
二
両
葉
集
に
、
天
平
賀
字
三
年
春
正
月
一
目
。
於
昌
因
幡
園

廊
吋
賜
a
饗
園
郡
司
等
-
之
宴
歌
。
た
E
a
a

い
ふ
と
と
見
え
た
り
。
和
名

宅
吋
宮
士
郡
水
口
小
府
。
接
頭
郡
益
頭
，
小
府
。
な
ど
L
あ
り
て
、
皆

郡
府
を
一
民
へ
り
。
今
加
貧
困
石
川
郡
大
野
郷
内
に
古
保
村
と
い
ふ

あ
り
。
古
保
を
コ
プ
と
呼
ぺ
り
。
叉
越
中
国
射
水
郡
二
上
庄
古
園

府
の
隣
邑
に
古
府
村
あ
り
。
古
府
を
コ
ア
と
呼
ぺ
り
。
是
印
ち
小

府
に
て
、
佐
古
の
郡
府
た
り
し
諮
問
地
な
ら
ん
と
い
へ
り
。
叉
能
美
郡

首
代
郷
内
に
大
領
村
・
大
領
中
村
と
て
、
そ
の
地
漣
を
ば
大
領
野
と

呼
べ
り
。
此
の
地
も
佐
古
の
郡
府
た
り
し
諸
問
地
た
り
と
い
ひ
停
へ
た

り
。
三
州
名
蹟
誌
に
云
ふ
。
佐
古
は
岡
部
毎
に
大
儒
4

小
領
と
て
、

是
を
郡
司
と
い
ふ
。
職
員
令
に
見
ゆ
。
此
の
大
領
野
も
古
へ
・
郡
司

の
舘
跡
・
な
り
。
今
揖
州
住
吉
等
に
、
大
領
を
家
の
稽
銃
と
す
る
人

あ
り
。
古
へ
の
犬
領
た
り
し
人
の
育
孫
怠
る
ぺ
し
と
。
或
は
-X
ふ。

大
領
中
村
の
西
方
に
大
塚
と
て
、
従
前
一
反
歩
許
の
小
高
き
底
あ

り
。
開
墾
の
錫
め
遁
々
削
り
て
、
今
僅
か
に
残
れ
り
。
何
人
の
古
蹟

怠
る
や
知
る
も
の
な
し
と
。
三
州
奇
談
に
、
丹
凋
氏
の
母
堂
の
友
塚

・
な
り
と
載
せ
た
れ
ど
、
さ
に
は
非
宇
。
上
代
の
墳
墓
怠
れ
ば
‘
若
し

〈
ぽ
能
美
大
領
の
古
墳
た
ら
ん
と
い
へ
り
。
右
雨
所
は
貨
に
都
府
・

郡
廊
の
遺
厳
・
な
る
と
と
い
ち
じ
る
し
。
此
は
い
花
し
ヘ
固
街
・
郡
腐

の
考
授
に
記
載
す
。
抑
t

加
貨
の
地
は
太
古
よ
り
越
園
の
域
内
に
て
、

金
調
停
古
殿
志
巻
一

抄
に
・
廊
。
四
聾
字
苑
一
翼
廊
汀
反
。
高
一
旦
利
古
止
・
号
所
m
F質
屋

也
。
人
街
也
。
と
あ
り
て
.
所
絹
政
所
た
り
。
故
に
日
本
紀
邦
明
天

皇
五
年
の
僚
に
、
遺
=
阿
傍
匡
-
率
=
締
師
一
百
八
十
飽
-
討
-
顧
夷
園
-
云

々
。
可
T

以
設
方
羊
蹄
-
錫
申
政
所
a
鴬
。
随
a
勝
鹿
崎
等
費
一
遜
置
a
郡
領
-

而
蹄
。
と
見
え
、
政
府
は
寓
事
の
御
用
を
司
る
故
に
政
所
と
書
け
り
。

臨
を
い
ふ
な
り
と
和
訓
莱
に
も
い
へ
り
。
政
所
て
ふ
事
は
、
加
賀
園

に
て
も
、
蔭
涼
軒
季
捜
回
線
に
、
加
州
佐
野
政
所
・
忌
浪
政
所
。
日

用
三
味
記
に
、
本
光
院
領
賀
州
政
所
。
友
ど
見
え
た
り
。
叉
園
艇
を
ば

園
街
と
も
い
へ
り
。
文
安
元
年
の
下
畢
集
に
、
園
街
。
諸
園
之
府
調
昌

之
街
吋
と
あ
り
。
山
視
記
に
、
安
元
元
年
八
月
十
六
日
甲
子
。
需
品
院

御
賀
用
吋
召
=
加
賀
園
絹
二
央
文
去
。
誠
人
牒
加
賀
閲
街
云
々
。
と
あ

り
ι
今
能
登
園
鹿
鴎
郡
七
尾
の
廷
漣
に
古
府
村
・
園
下
村
と
て
並
び

あ
り
。
園
下
を
コ
ク
ガ
と
呼
べ
り
。
是
い
に
し
へ
園
鹿
弘
静
な
る

に
よ
り
、
園
街
村
と
邑
名
に
呼
ぴ
た
る
を
、
後
世
翻
訳
り
て
岡
下
の
二

字
を
略
書
せ
し
も
の
た
り
。
右
等
の
例
た
ど
に
撮
っ
て
、
加
賀
園
廊

の
古
蹟
を
も
勘
考
す
ぺ
し
。
叉
郡
府
を
小
府
と
い
へ
る
は
、
闘
府
を

大
府
と
た
し
た
る
綿
花
て
、
民
部
省
国
艇
の
逸
文
に
、
駿
河
闘
厳
原

郡
家
尻
小
府
。
惣
園
駿
河
風
土
記
に
、
伊
穂
原
郡
鹿
原
小
府
有
=
大
領

崇
紳
天
皇
の
御
世
に
孝
元
天
皇
の
皇
子
大
彦
命
を
し
て
、
越
路
の
蝦

夷
共
を
平
定
せ
し
め
ら
れ
し
事
は
、
古
事
記
・
日
本
紀
・
姓
氏
鍛
に
職

せ
ら
れ
、
成
務
天
皇
の
御
世
に
大
彦
命
の
孫
屋
主
男
心
命
三
世
孫
市

入
命
を
ぽ
越
，
園
遣
に
定
め
給
ふ
よ
し
、
闘
池
本
紀
に
載
せ
た
り
。
姓

氏
鍬
陀
道
公
は
大
彦
命
，
孫
彦
屋
主
男
心
命
之
後
也
と
あ
り
。
道
公
と

い
ふ
姓
は
、
加
賀
園
石
川
郡
味
智
郷
よ
り
負
へ
る
姓
に
て
.
同
郡
に

味
智
一
柳
枇
あ
り
。
是
そ
の
氏
紳
・
な
ら
ん
か
。
さ
れ
ば
加
賀
の
地
域
は
、

そ
の
か
み
越
，
図
鑑
の
都
内
な
り
し
か
ピ
想
像
せ
ら
れ
け
り
。
さ
て

景
行
天
皇
の
御
世
、
武
内
宿
繭
大
臣
を
し

t
越
岡
及
び
東
方
諸
国
の

地
形
百
姓
の
消
息
を
観
察
せ
し
め
ら
れ
し
事
、
日
本
紀
に
殺
せ
ら

れ
、
反
正
天
皇
の
御
世
陀
武
内
宿
禰
四
世
孫
志
波
勝
足
尼
を
江
沼
図

鑑
に
定
め
給
ふ
よ
し
、
園
遊
本
紀
に
見
え
た
り
。
江
沼
闘
と
い
ふ
は
.

後
の
江
澗
・
能
美
こ
郡
の
地
也
。
今
能
美
郡
得
橋
郷
国
府
村
の
近
邑

和
策
村
民
虚
答
磁
山
と
い
ふ
あ
り
。
和
策
古
城
跡
の
前
山
な
り
。
土
人

は
園
遊
壌
と
も
呼
べ
り
。
或
は
云
ふ
是
上
古
江
沼
園
遣
の
古
墳
な
る

べ
し
と
。
和
策
の
邑
名
は
古
事
記
景
行
天
皇
の
段
に
、
此
天
皇
之
御

子
七
十
七
王
者
。
悉
別
am
胸
間
々
之
国
治
亦
和
策
及
稲
置
・
鯨
主
-
也
。

と
見
え
、
日
本
紀
に
は
七
十
鈴
子
皆
封
=
闘
郡
一
各
如
品
共
闘
吋
故
常
a
今




